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みである。 
「3）上田市の小中学校教員・保育士を対象とした緘
黙の理解啓発」については、上小圏域の保育士約500
名を対象とする研修会を実施することができた。上
田及びその周辺の自治体の公立の保育所に勤務する
保育士全てに対して、緘黙の理解と支援に関する研
修会ができたことの成果は非常に大きい。またこの
研修会や介入プログラムに関して、信濃毎日新聞を
はじめとするメディアで度々取り上げられたことや、
雑誌「信濃教育」への論文の寄稿により、長野県内
外の保育・教育関係者や医療・福祉関係者に対して
緘黙の理解と支援についての啓発を行うこともでき
た。1）とも関係することだが、これに関わって長野
県内における当研究の認知度が大幅に高まり、様々
なところから緘黙事例に関しての相談が頻繁に寄せ
られるようになったことも成果として挙げられる。
併せて、臨床や相談活動から得られた知見に基づい
て緘黙啓発資料「緘黙児の理解と支援」を作成した。
この資料は Blog 上に載せて誰でも利用可能な状態
となっており、また支援会議の際にも補足的に用い
ている。 
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